
図表１ 経済産業省による半導体復権のロードマップ 図表２ 主な半導体メーカーと対応するプロセスノード

（資料）久保田龍之介［2023］『半導体立国ニッポンの逆襲』（日経BP）、経済産業省［2023］「半導体・デジタル産業戦略」より三十三総研が抜粋・作成

（出典）『「病気予防」百科』（発行：2007年10月25日、日本医療企画）
第２章 老化の予防「脳を活性化するトレーニング」／藤原菊紀
（諏訪東京理科大学共通教育センター教授）より一部修正
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スマートフォンや家電、飛行機、人工衛星と
いった我々の生活を支えるあらゆる機械に搭載さ
れている半導体。いまや多くの産業を支えるキー
デバイスであり、21世紀の社会インフラといっても
過言ではありません。実際に2020年以降、半導
体不足が新車やゲーム機の供給に影響を及ぼし
た事態は記憶に新しいところです。
近年、半導体の製造技術の進化は目覚ましく、

その進化を表す言葉として「プロセスノード」が用
いられています。「プロセスノード」とは半導体の
製造技術の世代を表す用語で、ナノメートル
（nm）単位※で表現されます。（※１nmは１ｍの10
億分の１で、ウイルスよりも小さく、現在量産可能
な最先端製品は３nm世代。）プロセスノードが小
さいほど、同じ面積に多くの回路を集積し、それ
が性能の向上、ひいては企業収益の増加に繋が
ることから、半導体の微細化競争は驚異的な速
度で進行しています。例えば、2023年１月に米
アップルが発表した半導体チップ「M２ Max」に
は５nm世代が採用され約670億個のトランジスタ
（電子の流れを制御するスイッチ）が内蔵されまし
たが、わずか10か月後の11月に発表した最新モ
デル「M３ Pro Max」では３nm世代が採用さ
れ、トランジスタの数は約920億個まで増えました。
また半導体は地政学的、安全保障の観点から

も重要性が高まっています。現代の覇権争いの
舞台は、陸や海といった物理的な領土に留まら
ず、サイバー空間や宇宙へと広がっています。半
導体の性能がデーターセンター、ドローン、ミサイ
ル、対衛星兵器などの性能に直結することから、
半導体が戦略物資として、国家の安全保障、経

済、技術的優位性の重要な役割を果たす様に
なっています。
このような状況の中、日本も経済産業省を中心
に国家レベルで「半導体・デジタル産業戦略」を
推進しています。この戦略は大きく３つのステップ
に分かれており、ステップ１は台湾積体電路製造
（TSMC）の熊本への誘致といった「足元の製造
基盤の確保」、ステップ２は２nm世代に向けた微
細化など「次世代技術の確立」、ステップ３は信
号伝送や計算に電気ではなく光を使う光電融合
技術といった半導体のゲームチェンジャーになり
得る「将来技術の研究開発」です（図表１）。
なかでも注目はステップ２に含まれる「ラピダスの
設立」です。同社は米IBMの申出を受け、トヨタ
やソニーなど８社がメーカーの垣根を越え連携し、
総額73億円を出資して設立した会社です。
現在、７nm以下の世代が製造可能なのは

TSMC(台湾）、サムスン電子（韓国）、インテル
（米国）に限られますが、TSMCなどは既に２nm
世代の量産体制に入っています。ラピダスは
2027年以降に２nm世代以下を製造し、従来の
設計期間を大幅に短縮させるビジネスモデルを目
指しています（図表２）。
最も現時点ではラピダスが量産を実現できる

か、その後持続可能なビジネスを成功させられる
かなどの課題も指摘されています。
今後、経済面や安全保障の観点からも日本が

半導体・デジタル産業戦略を成功させ、半導体
復権を果たせるかが期待されます。
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１．健康は語らいから
“語らいは健康に影響を及ぼす”といっても
あまりぴんとこない方も多いと思います。実
は語らいは、人間関係を構築し活動の居場所
づくりだけでなく、想像力、意欲、集中力等を
高めることで、それが健康につながっていく
ことが明らかとなっています。

２．長期入院患者さんを対象にした語らいの研究
語らいは、職場や家庭、趣味を通じた仲間な

ど様々な場面でみることができます。しかし、
長期入院を余儀なくされている患者さんたち
は、語らいの場がほとんどありません。そこ
で、治療プログラムとして語らい（グループ
トーク・プログラム）を実施した結果、退院意
欲が上昇するとともに、セルフケア行動（生命
や健康、安寧を維持するために個人が意図的
に行う活動）として、身繕いや整容といった行
動がみられるようになりました。患者さんは、
語らいを通して、自分自身に対しても意識が
向くようになり、内発的な行動変容から身繕
いや整容といった行動がとれるようになった
と考えられます。
語らいは、セルフケア行動に対する直接的

な関わりはありませんが、語らいを通して他
者との交流ができるようになり、対人相互的
関係から身繕いや整容を行っていきたいとい
う思いが育まれてきたと考えらます。つまり、
身繕いや整容は社会化の第一歩であり、患者
さんが語らいを通してセルフケア行動を意識
し、実現できる環境になっていたことがわか
りました。

３．人との関わりで脳は活性化する
人は、語らいをすることで前頭葉の前頭前
野という部分が刺激されます。前頭前野は、意
欲や計画性、記憶、判断、創造、集中など、人
間の行動の重要な働きを司っています（図）。
その発達のためには、前頭前野に適切な刺激
を与えることが必要となります。語らいをす
ることは前頭前野を刺激することになり、こ
れによって脳機能を高めることができます。
電話やメール等でのやりとりでも同様の効果
が得られますが、語らいは相手の表情や雰囲
気を読みながら対応するので、電話やメール
などに比べて脳への刺激は大きく、その活性
度は高まります。

４．語らいができる環境が重要
このように職場や家庭、趣味を通じた仲間
との語らいは、健康を高めることができます。
いくつになっても語らいの場を失わないよう、
多くの人と交流が持てるような環境を保つよ
うにしましょう。
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